
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年

部
署
間
連
携
・
政
策
間
連
携
の
取
組

新
未
来
こ
う
の
す（
35
分
）

問
次
の
10
年
に
向
け
た
「
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
年
」
と
あ
る
が
並
木
色
を
押
し

出
し
た
鴻
巣
の
革
命
児
に
な
り
得
る
よ
う

な
具
体
的
な
施
策
は
あ
る
の
か
。

答
今
後
10
年
間
の
取
組
が
、
本
市
の
未
来

を
左
右
す
る
重
要
な
期
間
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
未
来
を
担
う
人
材
を
社

会
全
体
で
育
み
、
社
会
経
済
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
複
合
的
な
課
題
の
解
決
に

向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
、
行
政
全

て
の
施
策
や
事
業
を
展
開
す
る
と
い
っ
た

３
つ
の
市
政
運
営
の
柱
の
も
と
、
次
の
10

年
に
向
け
、「
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

年
」
と
し
て
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
部
署
間
連
携
・
政
策
間
連
携
に
向
け
た

取
組
は
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
上
で
は
、
ゴ
ー

ル
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
間
の
相
互
関
連
性
を
理

解
し
、
よ
り
多
く
の
相
乗
効
果
を
も
た
ら

し
、
効
果
の
相
反
を
な
る
べ
く
少
な
く
す

る
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和
６
年

1
月
に
開
催
し
た
推
進
本
部
会
議
に
お
い

て
は
、
6
年
度
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
案

に
つ
い
て
、
各
部
の
責
任
者
が
共
有
を
図

り
、
全
庁
的
な
体
制
で
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
部
署
や
政
策
の
垣
根
を
越
え

た
連
携
を
図
る
た
め
、
推
進
本
部
の
下
部

組
織
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
横
断
的
な
推
進
体
制
で
進
め
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
庁
内
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業

や
地
域
の
団
体
等
と
の
連
携
も
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
府
が
運
営
す
る

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
活
用
や
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
等
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
に
開
始
す
る
「
こ
う

の
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
に

よ
り
、
市
内
事
業
者
や
団
体
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
ま
す
。

「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
」の
構
築
に
向

け
て
・「
総
合
病
院
」誘
致
に
向
け
て

明
誠
会（
35
分
）

問
令
和
６
年
度
の
「
第
６
次
総
合
振
興
計

画
」(

後
期
基
本
計
画)

の
実
施
内
容
と

「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
」
策
定
に
向
け

た
取
組
の
方
向
性
と
段
取
り
は
。

答
６
年
度
は
、
後
期
基
本
計
画
の
中
間
年

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
標
値
の
達
成
に

向
け
て
、
事
業
の
成
果
や
ま
ち
づ
く
り
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
分
析
し
た
上
で
、

政
策
調
整
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
多
角

的
な
視
点
で
検
討
を
行
い
、
財
源
の
効
率

的・効
果
的
な
配
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
」
で

す
が
、
７
年
度
か
ら
８
年
度
の
２
か
年
に

わ
た
っ
て
策
定
す
る
予
定
で
す
。
策
定
の

流
れ
と
し
て
は
、
各
種
広
聴
事
業
や
意
識

調
査
に
よ
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
現
計

画
の
達
成
度
や
成
果
の
確
認
、
近
隣
市
と

の
比
較
、人
口
動
態
に
関
す
る
分
析
な
ど
、

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
策
定
の
方
向

性
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

基
本
構
想
や
施
策
体
系
の
原
案
を
作
成

し
、
鴻
巣
市
総
合
振
興
計
画
審
議
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
を
取
り

入
れ
計
画
案
と
し
て
ま
と
め
、
基
本
構
想

に
つ
い
て
は
、
８
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
審
議
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
医
療
体
制
「
総
合
病
院
」
誘
致
に

向
け
た
活
動
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答
令
和
５
年
度
の
取
組
状
況
は
、
県
央
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
参
加
し
、
当
該

地
域
の
病
床
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
の
協

議
に
参
加
す
る
な
ど
情
報
収
集
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
の
地
域
医
療
構
想
に

お
い
て
、
県
央
保
健
医
療
圏
に
相
当
数
の

病
床
が
配
分
さ
れ
公
募
が
行
わ
れ
る
か
は

不
透
明
な
状
況
と
捉
え
て
い
ま
す
。
６
年

度
に
お
い
て
は
、
調
整
会
議
に
参
加
す
る

な
ど
、
第
８
次
埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計

画
に
基
づ
く
病
床
整
備
の
内
容
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
病
院
誘
致
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

全
市
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
の
取
組
は

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
は

公
明
党（
30
分
）

問
本
市
で
は
第
６
次
鴻
巣
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
け
事
業
を
推
進
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
取
組
は
。

答
昨
年
５
月
に
内
閣
府
よ
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

本
市
の
全
事
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
寄

与
す
る
と
の
認
識
の
も
と
「
鴻
巣
市
こ
う

の
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
会
議
」「
こ
う
の
と
り
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
宣
言
制
度
」「
こ
う

の
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
４
つ
の
取

組
を
行
い
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
こ
う

の
す
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
本
市
で
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援

サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」
を
行
い
新
た
な
事
業

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、新
た
な
事
業
は
。

答
令
和
６
年
度
に
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」を
行
う
予
定
で
す
。

主
な
事
業
と
し
て
「
鴻
巣
市
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
『
こ
こ
の
巣
』」
を
設
置
し
子

ど
も
に
対
し
て
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
全
国
本

格
実
施
を
見
据
え
た
試
行
事
業
を
行
い
ま

す
。
そ
の
他
「
地
域
子
育
て
支
援
事
業
」

「
母
子
家
庭
等
対
策
総
合
支
援
事
業
」

「
こ
ど
も
の
居
場
所
支
援
事
業
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」「
学

力
向
上
支
援
事
業
」
等
を
行
い
ま
す
。
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
特
色
の
あ
る
事
業

展
開
に
よ
り
、
結
婚
・
出
産
期
か
ら
子
育

て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
し
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
育
て
、
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
」の
取
組

重
点
事
業
の
う
ち
大
型
事
業
の
推
進
は

こ
う
の
す
未
来
と
維
新（
30
分
）

問
市
政
運
営
の
３
つ
の
柱
と
市
長
公
約
と

の
関
係
及
び
そ
の
進
捗
は
。

答
市
長
就
任
以
来
「
市
民
と
歩
む
新
し
い

鴻
巣
」
を
基
本
姿
勢
と
し
「
未
来
へ
の
投

資
で
活
力
を
つ
く
る
」「
地
域
・
市
・
県
・

国
を
経
験
で
つ
な
ぐ
」 「
く
ら
し
の
安
心
を

全
力
で
ま
も
る
」の
３
つ
の
方
針
の
も
と
、

総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
６
つ
の
政
策
に

公
約
事
業
を
関
連
付
け
、
持
続
的
に
発
展

す
る
「
こ
う
の
す
」
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、
市
政

運
営
の
柱
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

の
推
進
」

「
こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
充
実
」「
市
制

施
行
70
周
年
記
念
事
業
」
の
３
つ
を
、
公

約
事
業
と
の
整
合
を
図
り
、
一
体
的
に
推

進
し
ま
す
。

問
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
今
後
は
。

答
令
和
６
年
度
は
、
新
施
設
の
整
備
に
関

す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
第
２
期
建

設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
引
き
続
き
調
査

研
究
及
び
検
討
を
行
い
、
施
設
等
整
備
基

本
計
画
の
策
定
に
関
す
る
答
申
に
向
け
た

協
議
を
進
め
、
生
活
環
境
影
響
調
査
等
の

事
務
手
続
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
14
年
度
の
施
設
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

構
成
市
町
と
連
携
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

問
吹
上
地
域
の
保
育
所
を
含
め
た
公
共
施

設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
は
、
鎌
塚
・
吹
上
富
士
見

の
両
保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
つ
み
学
園
を
統
合
し
「（
仮
称
）
吹

上
コ
ス
モ
ス
保
育
園
」
を
中
心
と
し
た
複

合
施
設
の
設
計
業
務
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
や
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
市
民
提
供

サ
ー
ビ
ス
の
質
は
、
代
替
機
能
を
含
め
、

可
能
な
限
り
維
持
や
向
上
を
図
り
、
ス
リ

ム
化
を
実
現
す
る
縮
充
の
視
点
を
持
ち
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
生
か
す
に
は

小
中
学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
の
取
組
は

日
本
共
産
党（
20
分
）

問
賃
金
の
平
等
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

を
築
く
土
台
で
あ
る
。
非
正
規
雇
用
の
公

務
員
の
多
く
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

が
占
め
て
い
る
。
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
支
え
る
職
務
に
専
念
す
る
た
め
に
、

正
規
・
非
正
規
職
員
の
待
遇
を
均
等
に
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向
け
て
、

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
創
造
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
第
３
子
以
降
の
児
童
・
生
徒
が
対
象
と

な
る
「
学
校
給
食
費
の
無
償
」
を
令
和
５

年
度
に
引
き
続
き
行
う
予
算
案
で
あ
る
。

物
価
高
騰
の
お
り
、
全
国
の
多
く
の
自
治

体
で
は
完
全
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。
完

全
無
償
化
に
す
る
考
え
を
伺
う
。

答
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
は
年
間

約
４
億
２
千
万
円
の
多
額
の
財
政
負
担
が

生
じ
ま
す
。
将
来
に
向
け
た
事
業
の
優
先

　
３
月
定
例
会
で
は
、
並
木
市
長
が
令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を

説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

�

※
質
問
時
間
は
、
10
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

代
表
質
問

代
表
質
問

市
長
の
施
政

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る

方
針
に
対
す
る

度
、
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
市
政
運
営
に

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
完

全
無
償
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

想
定
外
を
想
定
す
る

災
害
対
応
力
の
構
築
と
は

か
い
え
ん
た
い（
20
分
）

問
市
長
公
約
で
あ
る
「
想
定
外
を
想
定
す

る
災
害
対
応
力
の
構
築
」
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
地
域
防
災
計
画
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
や
大
規
模
事
故
対
策
を
想

定
し
、
そ
の
想
定
し
た
災
害
に
対
し
て
備

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
考
え
て

い
る
「
想
定
外
を
想
定
す
る
災
害
対
応
力

の
構
築
」
と
は
、
ま
ず
は
、
被
害
想
定
や

過
去
の
経
験
を
超
え
る
想
定
外
の
災
害
が

起
こ
り
う
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
、
ま

た
、
他
の
地
域
で
起
こ
っ
た
災
害
等
が
本

市
で
起
こ
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
対
応
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
趣
旨

で
す
。
そ
の
上
で
、
想
定
外
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
そ
れ
で

も
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
た
場
合
に
ど
う

す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
危
機
管
理
部

門
の
職
員
を
中
心
に
意
識
付
け
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
正
確

な
情
報
の
収
集
・
整
理
を
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
最
善
の
対
処
策
を
即
時
か
つ
柔
軟

に
実
行
で
き
る
行
動
力
や
判
断
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
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